
学
校
と
家
庭
の
連
携
で
「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
」
を 

校 

長  

船 

木 

真 

澄 

今
年
度
最
終
の
「
家
庭
学
習
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
終
わ
り
ま
し
た
。
中
央
小
の
家
庭
学
習
の
ね
ら

い
は
、「
学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
こ
と
や
、
学
ぶ

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
―
最
終
的
に
は
子
ど
も
が
自

分
で
課
題
を
見
つ
け
て
進
ん
で
家
庭
学
習
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
で
す
。 

ま
た
、
家
庭
学
習
の
最
大
の
敵
は
ゲ
ー
ム
や
テ

レ
ビ
の
誘
惑
、
面
倒
と
思
う
気
持
ち
で
す
が
、
こ

れ
ら
に
打
ち
勝
ち
取
り
組
む
事
で
、
が
ま
ん
強
さ

や
根
気
、
集
中
力
が
養
わ
れ
ま
す
。 

時
折
、
習
い
事
が
あ
り
時
間
が
十
分
に
と
れ
な

い
と
い
う
悩
み
を
聞
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
短

時
間
で
集
中
す
る
日
と
、
内
容
を
工
夫
し
時
間
を

か
け
て
取
り
組
む
日
、
と
い
う
よ
う
に
一
週
間
単

位
で
学
習
計
画
を
立
て
る
と
良
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
時
間
の
使
い
方
を
工
夫
し
リ
ズ
ム
あ
る
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
を
管
理
す
る
力

が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
家
庭
学
習
は
「
学
習
内
容
の
定
着
」

以
上
に
、
子
ど
も
が
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必

要
な
様
々
な
力
を
育
み
ま
す
。
子
ど
も
達
の
学
習

習
慣
の
定
着
の
た
め
に
、
学
校
と
家
庭
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
、
学
校
で
は
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
他
、
年

間
を
通
じ
て
校
内
の
掲
示
板
に
、
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
の
コ
ピ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
通
信
で
紹
介

を
し
て
い
る
学
年
も
あ
り
ま
す
。
四
年
生
以
上
は

学
年
コ
ー
ナ
ー
に
ノ
ー
ト
を
置
い
た
り
、
コ
ピ
ー

を
掲
示
し
た
り
独
自
の
取
組
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。
漢
字
の
勉
強
だ
け
で
も
、「
繰
り
返
し
書
い
て

練
習
、
熟
語
集
め
、
熟
語
や
短
文
で
練
習
、
筆
順

が
わ
か
る
よ
う
に
番
号
を
記
入
、
気
を
つ
け
る
部

分
に
○
を
記
入
」
、
様
々
な
や
り
方
が
見
ら
れ
ま
す
。
学

習
の
仕
方
を
相
互
に
学
び
合
い
、
自
分
の
学
び
を
豊
か

に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、
家
庭
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示
、
わ
か
り
や

す
い
評
価
や
コ
メ
ン
ト
等
で
、
子
ど
も
達
が
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
改
め
て
ご
家
庭
に
お
願
い
で
す
。
家
庭
学

習
は
毎
日
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
習
慣
化
さ

れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
消
し
て
学
習
環
境
を
整
え
た
り
、

学
習
の
様
子
を
見
守
っ
た
り
と
、
習
慣
化
を
図
る
上
で

家
庭
の
役
割
は
大
変
重
要
で
す
。 

低
学
年
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
最
適

期
で
す
。
で
き
れ
ば
、
勉
強
し
て
い
る
子
ど
も
の
そ
ば

に
い
て
、
勉
強
が
終
わ
っ
た
ら
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
」

「
字
が
上
手
に
か
け
た
ね
」
な
ど
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
や
り
方
や
内
容
に
つ
い
て
は
学
校
で
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
日
に
習
っ
た
漢
字
や
計
算
練
習
を
す

る
な
ど
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
復
習
に
進
ん
で
取
り
組

め
る
よ
う
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、

「
勉
強
は
で
き
る
、
で
き
る
と
楽
し
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
時
間
割
を
調
べ
た
り
、
鉛

筆
を
削
っ
た
り
と
、
次
の
日
の
学
習
準
備
を
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
忘
れ
物
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の
日
の
準
備
ま

で
習
慣
化
を
図
る
の
が
大
変
大
事
で
す
。 

中
学
年
で
は
、
理
科
や
社
会
が
増
え
て
、
学
習
内
容

が
少
し
ず
つ
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
立
心
が
芽

生
え
て
く
る
た
め
、
親
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
徐
々
に

減
ら
し
自
分
か
ら
机
に
向
か
え
る
心
構
え
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た
時
や
わ
か
ら
な

い
時
に
は
、
相
談
に
の
っ
た
り
、
担
任
に
聞
く
よ
う
に

助
言
し
て
あ
げ
た
り
し
て
下
さ
い
。 

低･

中
学
年
の
う
ち
に
本
来
の
家
庭
学
習
習
慣
が
つ

く
と
、
高
学
年
・
中
学
校
で
は
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、

授
業
の
復
習
を
し
た
り
、
予
習
を
し
た
り
し
て
進
ん
で

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

何
事
も
習
慣
化
す
る
に
は
二
～
三
ヶ
月
か
か
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
習
慣
化
し
た
と
思
っ
て
も
、
ま
だ
小
学
生
。

周
り
か
ら
の
受
容
や
承
認
、
激
励
が
な
け
れ
ば
子
ど
も

の
意
欲
は
継
続
し
ま
せ
ん
。「
褒
め
る
・
プ
ラ
ス
思
考
の

激
励
」
を
学
校
で
も
家
庭
で
も
大
事
に
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
。 

今
後
と
も
、
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

                   

練
習
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記
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、
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や
り
方
が
見
ら
れ
ま

す
。
学
習
の
仕
方
を
相
互
に
学
び
合
い
、
自
分
の

学
び
を
豊
か
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、
家
庭
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示
、
わ
か

り
や
す
い
評
価
や
コ
メ
ン
ト
等
で
、
子
ど
も
達
が

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
改
め
て
ご
家
庭
に
お
願
い
で
す
。
家

庭
学
習
は
毎
日
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
徐
々
に

習
慣
化
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
消
し
て
学
習
環
境

を
整
え
た
り
、
学
習
の
様
子
を
見
守
っ
た
り
と
、

習
慣
化
を
図
る
上
で
家
庭
の
役
割
は
大
変
重
要
で

す
。 低

学
年
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る

最
適
期
で
す
。
で
き
れ
ば
、
勉
強
し
て
い
る
子
ど

も
の
そ
ば
に
い
て
、
勉
強
が
終
わ
っ
た
ら
「
よ
く

が
ん
ば
っ
た
ね
」「
字
が
上
手
に
か
け
た
ね
」
な
ど

褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
や
り
方
や
内
容
に
つ

い
て
は
学
校
で
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
に

習
っ
た
漢
字
や
計
算
練
習
を
す
る
な
ど
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
復
習
に
進
ん
で
取
り
組
め
る
よ
う

助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、「
勉

強
は
で
き
る
、
で
き
る
と
楽
し
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
時
間
割
を
調
べ
た
り
、

鉛
筆
を
削
っ
た
り
と
、
次
の
日
の
学
習
準
備
を
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
忘
れ
物
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の

日
の
準
備
ま
で
習
慣
化
を
図
る
の
が
大
変
大
事
で

す
。 中

学
年
で
は
、
理
科
や
社
会
が
増
え
て
、
学
習

内
容
が
少
し
ず
つ
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自

立
心
が
芽
生
え
て
く
る
た
め
、
親
の
直
接
的
な
関

わ
り
を
徐
々
に
減
ら
し
自
分
か
ら
机
に
向
か
え
る

心
構
え
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

困
っ
た
時
や
わ
か
ら
な
い
時
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、

担
任
に
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よ
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に
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に
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の
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習
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と
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・
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で
は
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、
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、
予
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を
し
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し
て
進
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で

取
り
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よ
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に
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ま
す
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何
事
も
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る
に
は
二
～
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ヶ
月
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る
と
い
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ま
す
。
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、
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お
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、
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を
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に
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す
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何
事
も
習
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化
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る
に
は
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三
ヶ
月
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か

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
習
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化
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た
と
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て
も
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ま
だ
小
学
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。
周
り
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ら
の
受
容
や
承
認
、
激
励

が
な
け
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ば
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ど
も
の
意
欲
は
継
続
し
ま
せ
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る
・
プ
ラ
ス
思
考
の
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励
」
を
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で
も
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も
大
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（１） 稚 内 中 央 小 学 校 だ よ り  https://www.wakkanai-chuuou.com/    平成３０年１１月３０日 
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と
家
庭
と
地
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を
つ
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発行：中央小学校 
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一
（
土
）
三
年
学
級
レ
ク 

 
 
 
 

稚
内
市
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
全
市
研
修
会 

二
（
日
）
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展 

三
（
月
）
参
観
・
懇
談
（
一
・
六
年
） 

 
 
 
 
 

六
年
修
学
旅
行
ビ
デ
オ
上
映 

 

四
（
火
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
三
～
六
年
） 

 

五
（
水
）
参
観
・
懇
談
（
二
・
四
年
） 

 
 
 
 
 

給
食
試
食
会
（
二
年
生
） 

 
 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会 

 

六
（
木
）
参
観
・
懇
談
（
三
・
五
年
） 

 

七
（
金
）
代
表
委
員
会 

 

九
（
日
）
五
年
学
級
レ
ク 

 

十
（
月
）
稚
内
幼
稚
園
と
の
交
流
（
五
年
） 

一
二
（
水
）
活
動
委
員
会 

一
四
（
金
）
書
記
局
会
議 

一
五
（
土
）
四
年
学
級
レ
ク 

一
八
（
火
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
高
学
年
） 

二
〇
（
木
）
中
央
小
ま
つ
り 

大
そ
う
じ 

二
一
（
金
）
二
学
期
終
業
式 

 

書
き
初
め
競
書
会 

二
二
（
土
）
冬
季
休
業
期
間 

（
～
一
月
一
五
日
） 

二
五
（
火
）
グ
ン
グ
ン
（
五
年
） 

二
六
（
水
）
グ
ン
グ
ン
（
五
年
） 

二
九
（
土
）
年
末
年
始
休
日 

（
～
一
月
三
日
） 

※
一
月
の
グ
ン
グ
ン
塾
の
予
定 

 

八
（
火
）
～
十
一
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

■
午
前
三
年
生 

 

■
午
後
四
年
生 

 図書委員会で工夫をしています 
図書委員会では、みんなに多くの本を 

読んでもらおうと、季節のコーナーを 

設けたり、人気の本を調べたりと活動を 

一工夫し、ブックランドが充実していま 

す。是非、ご家庭でもお子さんと一緒に 

読書タイムを。 

  

  

https://www.wakkanai-chuuou/


（２）稚 内 中 央 小 学 校 だ よ り https://www.wakkanai-chuuou.com/      平成３０年１１月３０日 

 

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

【
生
活
安
全
安
心
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】 

◆
い
じ
め
防
止
部
門 

入
選 

 

・
中
田 

悠
太
（
四
年
） 

「
そ
の
い
じ
め 

一
歩
止
ま
っ
て
考
え
て
」 

◆
防
犯
部
門 

入
選 

 

・
小
林 

楓
（
二
年
） 

「
ま
も
ろ
う
よ 

い
か
の
お
す
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
い
こ
と
ば
」 

入
選 

 

・
扇
谷 

美
緒
（
二
年
） 

「
気
に
か
け
よ
う 

ま
ち
の
み
ん
な
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
ま
わ
り
さ
ん
」 

入
選 

 

・
吉
政 

和
奏
（
三
年
） 

「
よ
り
み
ち
を 

し
な
い
で
歩
こ
う 

通
学
路
」 

◆
火
災
予
防
部
門 

入
選 

 

・
髙
橋 

花
楓
（
二
年
） 

「
気
を
つ
け
て 

す
こ
し
の
ゆ
だ
ん
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
じ
の
も
と
」 

◆
交
通
安
全
部
門 

一
般
社
団
法
人 

稚
内
交
通
安
全
協
会
理
事
賞 

 
 

・
柴
田 

壱
（
一
年
） 

「
と
び
だ
す
な 

じ
て
ん
し
ゃ
さ
か
み
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
が
り
か
ど
」 

入
選 

 

・
中
村 

亜
慈
（
五
年
） 

「
信
号
機 

青
で
も
わ
す
れ
ず 

確
認
を
」 

◆
ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
タ
イ
部
門 

入
選 

 

・
伊
藤 

珠
月
（
二
年
） 

 
 

「
ほ
う
か
ご
に 

や
り
た
い
こ
と
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
ッ
ト
だ
け
？
」 

入
選    

・
白
江 

心
結
（
三
年
） 

  

「
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！ 

そ
の
無
料
！
」 

入
選    

・
寺
江 

七
海
（
六
年
） 

  

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
よ
り 

話
す
方
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
た
た
か
い
」 

 【
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
稚
内
児
童
作
品
展
】 

◆
書
道
の
部 

稚
内
市
長
賞 

 
 

・
森 

 

楓
花
（
六
年
） 

稚
内
商
工
会
議
所
会
頭
賞 

 
 

・
谷 

 

遥
菜
（
六
年
） 

エ
フ
エ
ム
わ
っ
か
な
い
賞 

 
 

・
森 

 

実
里
（
六
年
） 

 

 

稚内市では、幼児期から学齢期にかけてむし歯に羅っている子どもの割合が高い状況が続いています。歯は、生えてから２～

３年が最もむし歯になりやすいため、永久歯に生えかわる時期に適切なむし歯予防を行うことが大切です。 

そこで、稚内市では、子どもたちの健康な歯の育成のために、学校歯科医のご指導のもと『フッ化物洗口』を実施することと

なりました。 

本校でも、今年度、１１月中旬より開始しております。 

 

 

 

 

 

 子ども達が毎日取り組んでいる宿題や家庭学習。その頑張り

を保護者の皆様にも知っていただき、子ども達を励ましてもら

うために、家庭学習の宣伝活動（キャンペーン）を、１１月 

１２日（月）から２１日（水）の期間で行いました。 

 この時期は、稚内中学校のテスト期間でもあり、北地区の小

学生も中学生もいっしょに家庭学習を頑張ろう！と地区ぐるみ

での取り組みを目指しました。 

 家庭学習キャンペーン期間は終わりましたが、これからも時

間や内容など、学年 

に合った宿題・家庭 

学習を子ども達と話 

し合っていきます。 

 引き続き、家庭で 

の学習の意欲につな 

がるよう励ましをお 

願いします。 

 

■
１
１
月
４
日
（
日
）
稚
内
市
小
中
音

楽
祭
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
■
本
校
か
ら
は
６
年
生
が
代

表
と
し
て
参
加
。
■
学
芸
会
か
ら
少
し

間
が
あ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日
ま
で
に

し
っ
か
り
と
声
作
り
を
し
て
き
た
成

果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
■
６
年
生
の
皆

さ
ん
、
素
敵
な
歌
声
で
し
た
。
ご
苦
労

様
で
し
た
！ 

           

■
１
１
月
１
５
日
（
木
）
に
、
５
年
生

学
級
の
授
業
を
公
開
し
て
、
北
地
区
合

同
授
業
研
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
■
同
じ

地
域
、
同
じ
環
境
で
生
活
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た

め
に
小
中
連
携
・
一
貫
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
■
５
年

生
の
子
ど
も
達
は
、
た
く
さ
ん
の
参
観

の
中
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら

も
、
い
つ
も
通
り
、
明
る
く
元
気
に
授

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

           

 
■１１月１１日（日）本校体育館で、ＰＴＡおやじの会（地

区委員会）主催の「バザー」が開催されました。１０時を開

場に、多くの保護者・地域の皆様が来場してくれました。■

やはりスキーやスキーブーツが大人気！昨年よりも品数が少

ない状況でしたが、皆様のおかげで今年も無事終わることが

できました。■ご来場、そして、出品へのご協力ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

https://www.wakkanai-chuuou/

